
    

様式様式様式様式 CCCC----19191919    

科学研究費科学研究費科学研究費科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費補助金補助金補助金補助金））））研究成果報告書研究成果報告書研究成果報告書研究成果報告書    

平成 24 年 11 月 5 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 

本研究では、17～19 世紀近世日本における村落社会（長野県上塩尻村ほか）を基準として、

16～18 世紀におけるイングランド村落社会（ケンブリッジシャー）と北西ドイツ村落社会（東

部北海沿岸地方）とについて、現地の研究者の協力を得て、実証的比較研究を行った。近世日

本村落を構成した共同性の重層的構造からみると、16～18 世紀の英独両農村社会の事例につい

ては、史料制約性による直接比較の困難性があり、従来共同体とされてきた「村落」や「家族」

についての再解釈が必要であり、従来親族ネットワークやサーバント制度、そしてマルク共同

体等土地共有共同体の再検討が必要であることが確認された。 
 
研究成果の概要（英文）：This project was the historiographical study that compared the 
village structure of England   and northwest Germany in 16-18 centuries with the village 
structure of Japan in 17-19 centuries. The criteria model of comparing was the 
monographic work of Kami-Shiojiri village in Japan. This study resulted as follows; firstly, 
it is the serious problem that the shortage of historical materials restricted our fact-finding 
work and interfered to access the detailed actual situation of rural communities in England 
in northwest Germany. Secondly, the historical social systems and organizations, such as 
“village" or “mark community” had been considered as communities for a long time, were 
not actually the communal system I themselves. It is necessary to confirm these 
conceptions by the re-examination of historical materials such as "family."  There are 
many important subjects to be resolved such as “relative network” and “servant system” in 
early modern England and “irrigation association” in northwest Germany. 
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１．研究開始当初の背景１．研究開始当初の背景１．研究開始当初の背景１．研究開始当初の背景    
 市場経済形成期の「村落共同体」は、経済

史の研究史上、「遺制」として取り扱われる

ことが多く、また否定的に扱われたり消滅す

る存在として無視されたりしてきた。しかし、

われわれが研究開始前までに行ってきた研

究成果によれば、その実態は、市場経済の展

開と共に機能・形態を変じ、しばしば人々の

市場活動に適合するものでもあった。われわ

れは、これまで所有論や水利論から論じられ

てきた「村落共同体」像は、新たな視点から、

歴史的経験研究に即して描き直されなけれ

ばならないと判断した。 
 本研究を含む研究構想の全体は、すでに研

究代表者（長谷部）が実施した日本、イギリ

ス、インドネシア（バリ州）の３社会にわた

る市場経済形成期各種コミュニティ組織の p
プレ実態調査分析（「市場経済形成期におけ

るコミュニティ組織の存在形態」、科研費平

成 13 年企画調査・平成 14～16 年基盤研究

B）の成果に着想を得たものであり、市場経

済形成期における日本＝西欧＝アジアの村

落的共同性の構造と性格とを比較・再検討す

る、という大きな内容を持たせたものである。

そのプロジェクトの第一段階は、日本におけ

る複数の近世村落を市場経済化との関わり

で実態分析し、比較分析のための準拠枠と基

準モデルの確定を企図した。そこでは、日本

の市場経済形成期にあたる近世後期から近

代初期（18 世紀後半～明治初期）の時期にお

ける村落社会内部の共同性を構成する多層

構造基準モデルを仮説的に設計し、上塩尻村

（長野県上田市）のインテンシヴなモノグラ

フ調査研究を行い、一定の成果と見通しを得

た「市場経済形成期日本における村落的共同

性の実証研究」、科研費平成 18～20 年基盤

研究(B)）。それが本研究を開始する背景をな

している。 
 
 
２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的    
 本研究の目的は、近代社会の成立とともに

解体したとされてきた「村落共同体」につい

て、その市場経済形成期の存在形態を日本の

事例を基準に西欧と比較してみようとする

ところにあった。この試みは、上述のプロジ

ェクトの第二段階に相当するものであり、従

来個人主義的な傾向が強く共同性が薄弱で

あるとみなされてきた近世イングランドの

村落社会や、逆に共同性が堅固であるとされ

てきた近世期北部ドイツ村落社会のあり方

について、日本の村落的共同性に着目しなが

ら実証的に比較研究しようとするものであ

った。 
 
 
 

３．研究の方法３．研究の方法３．研究の方法３．研究の方法    
 研究は、1)すでにわれわれが一連の研究の

成果として提示した日本の「村落的共同性」

の構造を比較分析のための基準として普遍

化すること、2)それを準拠枠＝基準としなが

ら、近世から近代にかけての西欧諸国（本研

究ではイギリスとドイツ）における村落的共

同性の構造・性格を歴史具体的な地域分析に

よって再検討すること、3)その結果に依拠し

ながら、市場経済形成期における日・欧の村

落的共同性の同質性と異質性を比較研究す

ること、の３つの平行する作業ラインとして

計画し実施した。日本の事例研究については、

上述の上塩尻村について、天保の凶作という

危機的事態に対処する際に見えてくる村落

的共同性の側面に着目して、＜準拠枠＞の整

備に務めた。 

 

 

４．研究成果４．研究成果４．研究成果４．研究成果    

 日本の村落内諸組織の多層構造を比較基

準として、イングランドとドイツ西北部西欧

諸地域の村落的共同性の構造的特性が鮮明

となり、従来の統一的共同体論では不可視的

であった市場経済形成期の村落的共同性の

多様な実態を解明する従来個人主義的な傾

向が強く共同性が薄弱であるとみなされて

きた近世イングランドの村落社会や、逆に共

同性が堅固であるとされてきた近世期ドイ

ツ村落社会の実態が、実は、それらの立論の

根拠になった英国の「村落」、ドイツの「マ

ルク共同体」、両者に共通の「家族」といっ

た基礎的な社会制度や組織は、史料的に再検

討が必要なものであった、という事実が確認

できた。今後、市場経済化や地域的諸条件を

考慮しながら、親族ネットワーク、奉公人、

水利組合等の実態を明らかにしていくこと

が課題として残されている。 
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